
















近年血清アポリポ蛋白の分析法が進歩し,その機能や代謝動態が明らかになるにつれて,ア

ポ蛋白の欠損や異常による新しい疾患が次々と報告されるようになった。臨床上同一の症

状や表現型を有する患者でも,アポ蛋白の分析結果よりみると異なった遺伝型より生じた

例も多く見出され,すでに報告されている脂質代謝異常疾患についてもアポ蛋白の面より

病因や病態の再検討が必要となり,治療方針や予後の予測などに従来と異なった臨床上の

対応を迫られるようになった。 

しかし超遠心法などによるアポ蛋白の分析は高度の技術を要し,経費や時間の点からも日

常には用いえない。したがってより簡単にアポリポ蛋白異常を検出するため,血清脂質のス

クリーニングによりえられた異常例につき,ポリアニオン法により分離した超低比重リポ

蛋白(VLDL)画分の等電点電気泳動を行い検討を行うことにした。 

血清脂質異常のスクリーニングには血清コレステロール,トリグリセライドのほかに高比

重リポ蛋白(HDL)コレステロールの測定を加えた。これらの異常例につきリポ蛋白電気泳動

と VLDL アポ蛋白の等電点電気泳動を行い,WHO の分類に基づく各種高リポ蛋白血症におけ

るアポ蛋白の分析を行い,その変化について検討を加えた。 

症例のうち,著しい低HDL血症患者ではコレステロールのエステル化酵素であるlecithin-

cholesterol acyltransferase(LCAT)欠損症であることが疑われ,家族調査の結果計 3例の

異常例を見出したのであわせて報告する。 


